
 
 
 
 
 
 

PRESS RELEASE（2023/12/13） 
 
県政記者クラブ各社  殿 

 
国立大学法人大分大学 

 
地域住民と大学生による地方都市の再生・景観まちづくり 

「五感」で城下町まち歩き×ワークショップ vol.2（竹田市） 

の実施について（お知らせ） 

 
この度、竹田市と大分大学理工学部建築・都市計画研究室が連携し、「五感」で城下町まち歩き

×ワークショップを開催しますので、お知らせします。 

この事業は、地域連携の取り組みの一環として、竹田市民や行政、建築や都市計画を学ぶ学生

が協働し、空き家や空き地が増える城下町の未来や景観の対策を検討するものです。その一環と

して、約 20 名の住民の方々と、建築や都市計画・景観政策を研究する本学大学院生・学部学生 13

名で、五感を研ぎ澄ませて地域の未来を考えるワークショップを開催することとなりました。 

特にご案内する第 2回目は、竹田市の景観を創り出した「水路」に注目をしたワークショップ

で、本学学生による研究成果の報告も含まれています。 

県内各地でも課題となりつつある空き家や空き地、観光地として重要な資源でもある景観維持

の両立について、市民参加で検討する取組を、県民の皆様にもお伝えできればと考え、会の開催

をお知らせする次第です。 

報道各社におかれましては、取材につきましてご高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 
記 

 
日 時 ： 令和５年１２月１５日（金） １３：３０～１６：３０ 

   ※詳細は別添のリーフレットをご参照ください。 

場 所 ： 竹田市城下町交流プラザ多目的ホール 

主催者 ： 竹田市建設課、大分大学理工学部建築・都市計画研究室 

参加者 ： 竹田市民、竹田市職員、本学学生 

 

※取材申込について 

   取材にお越しになる場合は、事前に下記までご連絡をくださるようお願いいたします。 
 

 

大分大学総務部総務課広報係 
870-1192 大分市大字旦野原 700 

TEL:097-554-7376 FAX:097-554-7413 
MAIL:koho@oita-u.ac.jp 

URL:http://www.oita-u.ac.jp 

【問合せ先】  
竹田市建設課都市計画係 

係長：中島亜紀子 

TEL：0974-63-4848（直通） 
E-mail：akiko-nakashima@city.taketa.lg.jp  
 
大分大学理工学部建築学プログラム 
担当：姫野 由香 
TEL：097-554-7219  
E-mail：hime@oita-u.ac.jp 



竹田の「城下町」、どうしたい？？

日時

令和5年12月15日(金) 13：30-16：30（受付13：00-）
※少雨決行（中止する場合は、当日の午前9時までに参加者にご連絡、ホームページでお知らせします）

20名
（定員を超えた場合は、抽選と
させていただきます。）竹田市民

城下町エリアに関心がある方、大歓迎
（城下町エリアにお住まいの方、事業を営まれている方など）

無料

※履き慣れた靴をご準備ください。

13：30　開会　事業説明　
13：50　まち歩き ＜60分＞
14：50　休憩 ＜10分＞
15：00　意見交換・全体発表＜90分＞
16：30　閉会

会場

定員

対象

参加料当日スケジュール

城下町
まち歩き

×
ワークショップ

VOL.2

城下町の風情が色濃く残る中心市街地エリア・・・
これまで、住民と行政で続けられてきた街並みを残す取組みを、今後、どのように、現在の情勢に
合わせていくのか。何を守り、何を変化させつつ次の世代にどのような街を残していくのか。
まずは五感を研ぎ澄まして、わたしたちの街を見つめなおしてみましょう。
今回は、聴覚を働かせて「水の音」から城下町を観察します。

「五感」で

竹田市城下町交流プラザ　多目的ホール
竹田市大字竹田町487番地1　☎0974-63-0808



ファシリテーター

景観、観光、まちづくり、中心市街地再生、離島振興など幅広い分野で
活躍されています。建築・都市計画技術を応用した地域の創生を目標
に、「景観マネジメント」、「観光政策」、「市街地再生」、「離島・
中山間地域の持続可能性」をテーマにした研究に取り組まれています。
本市においても、竹田市総合計画策定委員、竹田市文化財保存活用地域
計画策定委員、竹田市景観審議会委員などを歴任されています。

姫野由香氏
（大分大学　理工学部　創生工学科　准教授）

【お申込み・お問合せ】
竹田市役所　建設課　都市計画係

TEL：0974-63-4848
FAX：0974-63-3948

 E-Mail：toshi-design@city.taketa.lg.jp

【お申込み】

　岡城跡を核にした本市の城下町地区は、江戸時代に岡藩中川家の城下町として栄えました。
明治10年（1877年）の西南の役、昭和22年（1974年）の昭和の大火で中心部は焼失しまし
たが、周辺部の武家屋敷通りや寺院群は大火を逃れ、中心部においても土蔵造りの建物は残り
ました。現在、西南の役以降の建物と江戸期の町割りが残り、周囲の岩肌などの自然景観と調
和した城下町としての情緒が色濃く味わうことができるエリアとなっています。
　背景には、昭和54年に、史跡等環境保存条例を制定し、城下町独自の建物の建築基準を定め
るとともに、平成9年には「歴史的街なみ景観形成事業（修景事業）」が創設され、官民連携
により歴史的な街なみを残していく取組みが進められました。
一方で、人口減少、高齢化などを背景に、空き家、空き店舗、空き地、駐車場が目立ち始め、
土塀や町家で形成される町並みの連続性が損なわれつつあります。

グループごとに、城下町に流れる水の音を探しながら「水路」「井戸」など水に関
係するスポットの他、「水を感じる風景」などを見つけていただきます。その後、
カメラで撮影した写真と、それぞれの感想、意見を紹介していただきます。

◆「五感」でまち歩き×ワークショップって、何するの？？？

◆城下町の背景

参加を希望される方は、12月8日（金）までに、
竹田市役所建設課　都市計画係へご連絡ください。

mailto:toshi-design@city.taketa.lg.jp

